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日米共同太陽観測ロケット実験 FOXSI-4 は，世界初となる太陽コロナの高解像度X線撮像分光観測を実施する
ことで，コロナ加熱機構解明を目指した磁場加速などによる非熱的X線放射機構の理解及び，太陽コロナ中の重
元素組成やその時間変化への観測的制約を目指し，2024年 4月に打ち上げと観測に成功した．我々は，フレア構
造分解を可能とするため，独自の小口径超高精度電鋳技術を用いたX線望遠鏡開発に着手し，12 keV において，
HPD (Half Power Diameter) で ∼ 16秒角，FWHMで ∼ 1 秒角の高角度分解能X線望遠鏡を実現させ (2024年
春季年会 三石他，安福他等)，国産宇宙 X 線望遠鏡として初めて海外ミッション搭載という偉業を成し遂げた．
現在，設計製作・評価工程の最適化，性能の定量的な見積もり等のために構築した独自の光線追跡シミュレー

ター (2023年秋季年会作田他)を用いて，観測データ解析に向けた応答関数の構築を進めている．観測データから
観測機器の影響を除去した情報を再現するために高精度の応答関数が必要であり．これまでに非光軸光の減光を
較正するための exposure map 作成と有効面積のエネルギー依存の補正を行った．本講演では応答関数の構築に
加え，後継ミッション (NASA に提案中) に向け更なる角度分解能向上を目指した開発の現状について報告する．


